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第4章　推進体制及び進行管理

【環境計画推進体制】

環境施策企画推進委員会
（委員長＝調整担当部長）

ワーキング部会
（部会長＝調整担当課長）

ワーキング部会
（部会長＝調整担当課長）

環境施策推進本部
（本部長＝事業管理者）

事務局＝調整担当

省エネルギー対策検討委員会
（委員長＝調整担当部長）

1　計画の推進体制1　計画の推進体制

　本計画に基づき、環境施策を着実に推進していくためには、上下水道局全体で取組を進める必要があるこ

とから、本計画の進行管理、環境施策の調査・検討などを行う組織体制として、事業管理者を本部長とする

「環境施策推進本部」を設置し、推進本部の下には、本計画の進行管理等を所管する「環境施策企画推進委員

会」と、エネルギー管理、地球温暖化対策等を所管する「省エネルギー対策検討委員会」を設置しています。ま

た、両委員会の下部組織として、ワーキング部会をそれぞれ置き、実務的な作業を行います。

　本計画における推進体制は、省エネ法に基づくエネルギー管理体制及び温対条例に基づく温室効果ガス

削減の推進体制としての機能と役割を兼ね備えており、省エネルギー及び温暖化対策に係る取組を効果的

に進めていきます。

　また、本市が主催する「環境調整会議」や「温暖化対策庁内推進本部」に事業管理者が参画するほか、「市の

率先行動推進部会」などの下部組織に上下水道局職員が参画するなど、温暖化対策をはじめとする市の環境

施策との連携・整合を図りながら、率先して市の責務を果たしていきます。

2　計画の進行管理2　計画の進行管理

　本計画の最終年度である平成33(2021)年度に向けて、環境施策を着実に推進していくためには、全ての

取組事項について進捗状況を的確に把握し、ＰＤＣＡサイクルを基本とした年度単位での適切な進行管理を

行う必要があります。

　各年度の取組状況・結果については、環境施策推進本部等において点検・確認を行い、環境計画年次報告

書として取りまとめ、公表することに加え、管理職会議などを通じて、局全体で取組状況の共通認識を図ると

ともに、必要に応じてスケジュールの見直しを行うなど、取組内容を適宜修正しながら取組を推進していきます。






